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熊本市では、過去に幾多の災害を

経験してきました。

明治22年の熊本地震、昭和2年の

潮害、昭和28年(6.26)の水害、平

成3年の台風19号や、雲仙普賢岳の

噴火による降灰、又、平成7年1月

には未曽有の大災害をもたらした阪

神・淡路大震災がありました。

このように、し、つ発生するかわか

らない災害に対して、本市では各防

災関係機関と共に災害危険'bJ所の査

察、総合防災訓練等を実施し、連携

を保ちながら災害の予防や復旧に対

応するようにしています。

一方、各柁災害の7・測や情報収集

を迅速適正化する為に警報テレメ-

タ一、レーダー雨量計、河川・気象

情報端末装置等機器の整備、防災行

政無線など防災情報システムの強化

及び災害が発生した場合適切な対応

が出来るように、食糧、 R用品、飲

料水等の備蓄、備蓄倉庫、耐震性貯

水槽等の整備を行い、災害応急対策

の充実につとめています。

このほか、本市では、市民一人ひ

とりが防災に関心をもって頂くため、

総合防災展の開催、防災パンフレッ

トの配布、自主防災組織の結成推進

等、防災思想の啓発・普及をはかり、

市民と一体となった「災害に強い安

全なまちづくり」を推進しています。

なお、本市では阪神・淡路大震災

を教訓に、地域防災計画の見直しを

はじめとする震災対策事業を、総合

的に進めていきますO

河川排水路

市内には白川をはじめ坪井川など

33ほどの河川と大小の排水路が流れ

ています。これらの河川での戦後の

大きな災害としては、昭和28年白川

の大水害、 55年には坪井川の氾濫が

ありました。

このため、白川、加勢川、坪井川、

井芹川などで重点的に河川改修が進

められています。

坪井川の上流は、洪水を　-時貯留

するため多目的遊水池事業が進めら

れていますが、この区間は「ふるさ

とモデル河川」に指定を受け、河川

の整備だけでなく自然にやさしし川1

づくりを酎旨し、環境にも配慮した

改修も進めています。

また藻器堀川や健軍用・麹川・兎

谷川・万石川・驚川などの都市小河

川、天明新川や谷尾崎川などの準用

河川の改修を進めており、都市型水

害の発生を未然に防ぐのに役謀って

い上J-..

その他、都市化の進展に伴い、局

所的に発生する浸水被害を解消する

ため、山ノ下排水機場を始め上高橋

排水機場・河内温泉地区排水機場な

ど各所に排水機場を建設しており、

大雨時に威力を発揮しています。
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災害発生時に活躍する

エアテント、支援車、

水槽車(左から)
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自分で守る、みんなで守る

(災害に強い

人づくり・まちづくり)

l&帥i-'SiK与大震:'iても

明らかなように、大規模

災害時において、被害を

最小限にするためには、

日常の災害に対する備え、

また、発災直後の初期消

火活動や救助・救護活動

が非常に重要であること

から、本r行では「自分で

守る、みんなで守る」と

いう防災の基本コンセプ

トの啓発を市民運動的に

展開しながら「災害に強

い安全な都市」の実現を

目指します。

災害防ぎょ力の充実

大規模災害への対応力

の弓射ヒを因るため、飲料

水としても使用できる耐

震性貯水槽や備蓄倉庫の
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整備を行うととい二、市内全域に約

3,500人の[到員を有する消防団や「自

Iji防災クラブ」など地域住民との連

携も強化しながら、きめ細かな防災

体制の整備を進めています。

また、小型動力ポンプ廿水槽車、

緊急資機材搬送車、災害対応多目的

車、高度救助用資機材などの災害対

応車両、資機材を整備し、災害防ぎ

ょ力の充実を図っています。

消防近代化

都市化の進展に伴う、災害の多発

・多様化に対応して、災害防ぎょ、

救急業務には、より高い精度で迅速

的確な活動が要求されていることか

ら、 「新司令管制システム」の構築を

進め、消防体制の強化を閉っていま

す。
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交通安全
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は、交通量の増加、交通手段の多様

化等の問堰をもたらし、高齢化社会

の進展とあいまって交通事故はます

ます増加し、大きな社会問題となっ

ています。

本市では、 rfj民の皆様が安心して

暮らせる安全で快適な交通社会を実

現するため、高齢者・児童・生徒等

を対象とした映画や講話等によるわ

かりやすし、交通安全教育や、交通指

導員による通風・通学路における街

頭指導、広報活動等を実施し、交通

マナ-の向」二を関っています。

また、見通しの悪い交差点やカー

ブ等の交通危険箇所にカ-ブミラー、

足型マーク等の交通安全施設を設置

し、整備・充実に努めるほか、交通

安全全般にわたっての諸施策を積極

的に推進しています。更に、交通事

故被災者に対する救済対策として、

交通災害共済事業、交通遺児援助基

金制度の拡充や交通事故相談所の充

実に努めています。

自転車対策

通勤、通学、買物等の手軽な交通
書交通事故発生状況指数(平成2年= 1 00)

手段として利用されている自転車が120

駅間辺や蘭書街等に大量かつ無秩序

に放置され、都市環境の悪化等の諸
oO

問題を引き起こしています。　　　　8O

このため、 「熊本市自転車の安全
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利用及び駐車対策等に関する条例」　　平成　　　　　　　　　　　7 (午)

(平成7年11H1日施行)に基づき、

放嵩禁止区域の指定や放置自転車の

移動、保管業務を行い、また、市内

中心部や駅間辺等には軽理指導員　平成2

を配置して、自転車利用者等の駐輪

マナーの指導及び整埋業務を行って

IESIと

更に、上通りサンデーパ-キング、

.I R熊本駅駐輪場、熊本市辛島公園

地卜自転車駐車場、熊本市武蔵塚駅

前自転車駐車場を設けるなど、駐輪

施設の充実に努めています。

今後は、 「熊本市自転車利用基本

計画」 (平成7年策定)に基づき、総
=軸'I. !'.'蝣ミI:. .蝣:・.一㌢ I-,
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I自転車放置実態調査年別推移
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スポーツ・レクリエーション

近年、余暇時間の増大や健康志向

の高まりといった社会情勢の変化は、

過去の経済優先から、ゆとりある生

- -可卵曙

Y

活を求める社会へと大きく転換して

_おり、 Iift'主ii^V^TL ?・∴エー

ション活動を実践したいという市民

要求となって現れています。

これは、 」涯を通して誰もが気軽

に楽しめる生涯スポーツを求めるも

のであり、活力ある都Ifiづくりを進

めるうえで極めて垂%な役割を果た

しています′,

本市では、スポーツを適した「心

豊かな優い、まちづくり」を目指し、

・ -　蝣蝣ilI-..一　蝣蝣　・,:蝣i:

置づけなから、 ¥S動-の参加や学習

の機会が得られるような総合的施策

の推進に努めています。

スポーツ施設等の整備拡充

本市には、市民のスポーツ・レク

リエーション活動の拠点として、公

開機能を備えた浜線健康パーク、南

部結合スポーツセンターをはじめ、

野球場、蓬射立場、並びに武道場、体

育館など多くのスポーツ施設があり

mm

なかでも平成7 ・8年度に、ブ-

ルを大幅に改修する熊本市総合体育

色1!・if;「余事.:は同1 -;..t.・‥・蝣';,<;蝣的.'蝣->
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さらに今後、 ffi民が[¥&>主活のrト

で、いつでも気軽に利用できるよう

なスポーツ施設の整備拡充と効果的

利用の促進に努めていきます。

スポーツ活動の振興

市止総参加として定着Lている市

民体育祭やIh-比スポ-ツ・レクリエ

ーションフェアなどの各種行事をな

お　層推進するとと信二、ミニバレ

ーポ-ル大会など地域に根ざしたス

ホ-ツ.レクりエ-ショの摘Jjの促進

や、誰もか気軽に参加できるような

スポーツの普及曹発など、市民総ス

ポーツ運動の推進に努めていきます′.

このほか、平成11午開催の熊本国

体に帖ナた競技力向上対策事業を中

心とした競技スホ-ツの振興を図る

ととい二、車全体再組織,グ)充実や指

導者の育成・確保にも力を注いでい

mm



■医療施設と従事者数
(平成6年末)

施設数　従事者数

914　　12.845

診療所
522

看護婦(士)
(准看含む)

1.752

歯科

m m 医師
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薬剤師
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今[上　本格的な高齢化朴会を迎え、

長い人生を健やかに楽しく、積極的

に生きて行くため、単に、「健康を守

る」にとどまらず、　歩進んで積極

r軸こ健康を増進する必要があります。

疾病の早期発見、早期治療とともに

積極的な予防としての健康づくりが

求められています。

そこで、健康で生きがいに満ちた

rfjJ民生活を目指し、昭和54年に「健

康都市宣言」を行い、昭和61年には

「市民健康の口」を10月1日と定め、

10)]を健康づくり月間として、健康

づくりが市民の「1主的な日常活動と

して、さらには生活文化の一部とし

て定着するように、熊本市民健康フ

ェスティバル及びファミリーウォー

ク、さらに、地域健康まつりの開催

などr「f民意識の高揚に努めてし、ます,,

また、生涯を通じた自主的な健康

づくりを支援する拠点として、 2保

健所のほか3保健センターを中心に

地域に密着したきめ細かな保健活動

を行い平碇3年度には肝臓がん検診

も始めるなど各種健康診査や健康教

育・健康相談などの保健サービスの

充実を図っています。

-一方、急病患者の迅速かつ適切な

初期医療を確保するため、熊本市区

死因別死亡率の年次推移

悪性新生切

-＼＼脳血管疾患

肺炎・気管支炎

I

i全結核、m
老衰

帥全地域直療センタ1=業務を委託

し、さらに、熊本赤十字病院に補助

を行い人口が急増している東部地区

の夜間医療の確保など、 24時間救急

ド.、:「.;パ・・j¥.蝣∴∴トi　　-': ド.

熊本市民病院

熊本市立熊本ili民病院は、診療科

24科、病床数580床(伝染病40床を

含む)を有する地域医療の中核病院

として、年間の入院患者数約21`万人

・外来患者数約32万人を数え、住民

の健康保持の為、 -一般医療のほか高

度・特殊医療及び、僻地医療を担当

しながら自治体病院としての役割を

果しています。

特に、新生児医療については、新

生児医蝶センター74床(内、 NICU

20床)を設け、全県トを網羅し、し

かk24時間体制で活動していますO

救急医療につし-ては、熊本中央医

療圏の第2次救急医療機関として休

日・夜間の病院群輪番制をとってい

ます。

また、伝染病隔離病舎は、県下33

市町村をカバーしています。

主な高度医療機器として、ガン泊

煩の推進を図る県卜唯一・の-イパー

サーミ'(.life;し[,蝣蝣蝣<1㍍こA.V'foJ讃i:∫;:「1-
始めMRI(核磁気共鳴イメージン

グ装置)、体外衝撃波結石破砕装置を

保有しています。

また、平成5年度から熊本市の友

好姉妹都市である、ドイツ・-イデ

ルベルグ市及びアメリカ・サンアン

トニオ市と医師・看護婦等の相互派

遣を行い、職員の資質鉦l二に努力し

ています。

平成7年度は、ICU(集中治療室

6床)とシネアンギオ室(血管造影

宝)を増設しました。特にICUは、

急性の疾患や外傷などで重症になっ

た場合や大手術後に、呼吸管理や循

環器管理を含めた高度な全身管埋を

必要とする患者に、通IT_な医療を提

供するための施設であります。また

シネアンギオ室には高度な血管造影

装置を設置しましたoこのように当

院の巨は旨している高度・特殊医療を

進めて行くうえで是非とも必要な設

備を設置し、実力を備えた地方中核

病院として、さらに充実を図ってき

ております。

40　45　50　55　60H元　2　3　4　5　B(年) ICU(集中治療郡)



環境保全者β市宣言
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とロ学ばれる美しい近代都市として発展し~こきましたO
しかし、近年、都市化の進展と生活様式の多様イ巳などにより、自

然の仕組みが損なオつれ、恵みの地~下水も将来が1壱ぶまれていますo
L＼まこそ私たちは、大気と水と大±也てア成り立つ地王求の自然力＼、人類

だけてトはなく生命あるものす.へこてにとって、力、rl力＼えのなし＼ものて:
あることをあらためて思い起こし、そのイ呆全のた占こ)にt　自然界の生態
系に学んだ循環型社会へと、転換を図っていかなければなりまtとんO

苛ムたf=jは、美しく豊力、為ここのノ3、るさとの王藁境を守り育て、これ一を
次の世イセに引き継いJeL＼くことを整し＼、ここに拝賀本市を　r王買墳保全
者rE而J　とすることを宣言しますO

私たちは、環境イ呆全音β市の市民として、 ;欠のことを実産毛LJますo
I.私丈こちは、王貰墳問題に絶えず関J己tを‡寺ち、生命と自ヂ熱との関わり

について認詣Eを;果蛇)、それを葛らしのあり方に生力、してし＼きます0
2.布ムたちは、環境問題に5吋するそれぞれの責イ王を自覚し.常日ごろ

節水や省資源にノ己、妊トげ、海・川-湖沼や大気の汚染防1上に努めます`O
3.私たちはt　王票士亮問題に目又り練lむ人の輪を大切にし、清掃美化や緑

化、リサイクノレねこど環境を守る活動に進んで参カロL/まi3 0

芸荒芸m冒LJ
かなければなり_
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.63年、全国に先駆

基本条例」を制定

は、環境行政を総合的か

に推進していくための基本

%蝣・<.A
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賀源リサイクルd)推進

環境基本条例と環境総合計画の推進

今日の環境問題は、私たちの日常

生活が環境に過度の負担をかけてい

ることに起因しており、この解決の

ためには、多方面にわたる行政施策

となるものです。

さらに、平成4年度には、 21位紀

に向けた本市環境行政のマスタープ

ランとなる「熊本市環境総合計画」

を策定しました。

限りある資源Tの有効活用と環境保

全のためには、もっと再生資源の活

用や不用品の再使用を進めていくこ

とが人wです。

本市では、 「再生資源集団回収助

成制度」により、子供会等の集団回

収活動に対して助成金を支給し、再

生資源の集団回収を活性化するとと

もに、市民の皆様へのリサイクル情

報制度として「リサイクルインフォ

メーションくまもと」を設置して、

不用品の有効利用を促進してし、ます。
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25.545,矧

農業・水
覆郡?i:
(18.0%)

上水道用
(63.896)

緑化の推進及び保全

昭和47年市議会の「森の都宣言」

を受けて、森の郎推進会議が組織さ

れ、森の都熊本の再現に市民の総力

を結集して取り組んで参りました。

通路や公聞、学校などの公共地の

民一八ひ

llI」を貴束な緑地として残すために

県、市-・体となって公有化を行い、

その中で「立u川」憩の森」が閉園さ

れ、市民の健康増進や憩いの場とし

て大いに利用されていますO

さらに、市街地に点在する貴重な

緑地を環境保護地区として指定し、

その保全に努めています。

かな市民ノ仁清や都市活動

える地下ノ恒ま、本市の

湧水(成道等)

かせない資源で

営みと

(・;,: -

れてきた財産であり、私たちがまた

未来市民に守り伝えていかなければ

ならない貴重な財産です。

このため本市では、市民・事業者

の御理解と御協力のもとに次のよう

な事業を展開しています,A

「節水型社会の形成」のために
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ために、マス・メディアの活用によ

る啓発と各種イベントや節′Jく教室を

開催し、啓発ビデオの放映、パンフ

レI./トやチラシ配布などを行うとと
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ため、 7仲間に対する指導、調査を

推進していますO

「地下水の質、量の保全」のために

地下水に関する調査や地下7回立と

水質の常時監視、研究体制の確、Lや

汚染の未然防止と回復対策に努める

とともに、かん養林の造成や保全と

雨水浸透施設の設置等を進めていま

r,

また、広域的な取')ォ!みとして平

成3年に設立された「酬熊本地「水

基金」において関係榊丁村と連携し、

森林の保全をはじめとする地F水の

保全事業を行っています。
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の人間環境都市」が掲げられており、

平成7年10月には水と線に輝くふる

さとの環境を保全し、次位代へ引き

継ぐとともに地球環境問題に対して

も地方から積極的に取り組んでいく
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ことを目的に「環境保全都市宣言」

を行いましたQ　この宣言を受け、快

適な生活環境を確保するうえで、ご

み処理行政の果たす役割は益々重要

になってきています。

本市のごみ排山室をみると、平成

6年度は約30万3千トンで、対前年

度比でみると家庭ごみの増加は見ら

れなかったものの、事業ごみが9.7

%の伸びを示し総量で4.2%の伸び

となってし-ます。

このような状況に対応するため、

ごみの減量化・リサイクルとして、
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再生資源集団回収(虎DD回収)
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熊本市ごみ憲章

1.ごみを生み出すような無用な消矧まやめましよう。

1.ごみを捨てようとする前に、もう-度生かすことを考えまL,よう.

1 ・ごみは、他人の迷惑になら机はうおもいやりをもって始末しまL

as

助成事業」で推進するとともに、よ

り価格の低い資源ごみについては

「資源ごみ再資源化推進事業」によ

り定期的に収集を行い、家庭ごみの

12%を再生資源として回収しており

mm

また、分別の徹底・収集作業の安

全確保を目的に導入した「透明ごみ

袋によるごみ出し制度」は、現在で

はほほ'100%の遵守率を達成し、資

源ごみの排出量が対前年比33.55　の

増量となるなど資源ごみの分別化が

図られております。

また、きれいな街づくり推進事業

の一環として、ごみの減量・再資源

化及び環境美化に取り組む地域活軌

の指導者を育成する「減量美化推進

鵜ごみ排出量の推移(単位:万トン)
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員制度」は326町内で遺任されてお

り、今後なお一層の拡充に努めてま

いりますO

さらに、散乱ごみ対策として、市

内中心部の幹線道路や熊本城周辺の

歩道を含む道路の定期的な清掃、灰

皿付ごみ箱の設置、年2回の町1人卜

斉清掃等を実施していますO

その他、地球環境を守る観点から、

大型ごみとして排出された冷蔵庫・

エアコンから特定フロンの回収を平

成7年Ill]から実施いたしました。

産業廃棄物対策としては、講習会

や啓発事業によって法令の周知徹底

をrxlり、指導・監視を行うなかで適

正処理の推進に努め、なかでも環境

保全対策として平成3年から市民協

力による不法投棄巡視員を配置し、

不法投棄の未然防止や監視に努めて

おりますO

その他、循環型社会の実現に向け、

IH東部環境工場管理棟を活用し、リ

サイクルに関しての学習・啓発コ-

ナ-・体験コーナー・展示コーナ-

を配置した、ごみ減量・リサイクル

の総合啓発施設として整備したいと

考えておりますO

し尿処理

し尿処理事業については、市民の

快適な生活環境を保つため、計画的

で円滑な収集と適正処理に努めてい

mm

近年の下水道普及に伴い、し尿処

埋人口は年々減少してお.主　平成6

年度のくみ取り人口が5万人、浄化

槽人口が14万9千人となっています。

し尿収集はし尿処理計画に基づい

て市域を小学校区単位に地区割りし、

許可業者7社による計画的で円滑な
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漢:平成3年度の排出量には、台風19号による　年度

災害ごみ約2万2千トンが含まれます。

定期収集を実施していますO　く

み取りは月1回以上の収集、浄

化槽については月1回以上の保

守点検と年1回以上の清掃を行

っています。

収集したし尿と浄化槽汚

泥は、秋津浄化センターと

中部浄化センターで適正に

処理しています。特に、秋

津浄化センターでは発生す

る消化ガスを消化槽加温や

老人憩いの家浴室の熱源と

して供給するなど、有効に

活用しています。

また、環境問題が社会的

にもクローズアップされて

いる今日、公共用水城保全

対策の一環として、し尿と

併せて生活雑排水が処理で

きる小型合併処理浄化槽設

置に補助金を交付し、その

普及促進を図っています。

さらに、市民サービスの

向上と近代的都市機能の拡

充をE拍勺に、清潔でRJlるく

使いやすい公衆トイレ「美

粧化トイレ」の整備と、き

め細かな維持管理を行い、

好評を得ています。

今後とも、 21世紀に向け

た快適な都心環境つくりを

めざし、生活環境の保全と

都市機能の充実に努めてい
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健康を実感できる

「安全で健やかなまちづくり」

■

今私たちのまわりでは、地球的規

模での環境問題の解決が国際的な課

題となるとともに、身近な環境にお

いても自然環境の積極的な保全や快

適な環境の創造などが強く求められ

てきています。

こうしたなか、公害防止対策も従

来の枠にとらわれず、広く環境全般

を考えながら施策を展開しています。

公害防止対策の啓発

公害防止対策を円胤こ進めていく

ためには、工場・事業場はもちろん

市民の皆様のご理解とご協力が必要

ですO　そこで、公害防止に関するビ

デオやパンフレット、または各種イ

ベントなどを通しての啓発活動を積

極的に進めています。特に、下ノ恒亘

処理区域外の地域については、生活

排水対策が重要になります。そこで、

井芹川上流域では生活排水対策重点

地域に指定されたことに伴い、生活

排水対策推進計画を策定し、計画書

に基づいた活動を進めていきます。

また、坪井川上流域では生活雑排水

対策推進委員制度を設け、この推進

委員の皆様を中心に流域住民への啓

発活動を通じて′口舌排水対策の実践

を図っていますO

公害防止対策の推進

公害防止対策の基本は、その未然

防止ですo　そこで、工場・事業場建

設時における事前指導の徹底や公害

防止施設資金融資制度の活用などを

適した未然防止対策を進めています。

既存の工場・事業場に対しては公害

防止施設の管理や有害物質の使用な

どに関する管理体制を指導していま

す。

環境汚染監視体制の強化

市民の菅様の健康と密接に結びつ

いている大気や水質などの状況を迅

速、的確に把捉するため、大気測定

局の整備・拡充や水質汚濁、騒音な

どの公害の監視体制の充実を図1上

市民が安全で快適に過ごせる生活環

境の保全に努めています。

生活衛生

近年、生活様式の変化、多様化、

国際化のなかで、市民がゆとりと潤

いに満ちた、真に豊かさを実感でき

るような、社会の実現が望まれてい

iJl

このような状況の中で、市民の日

常生活に密接に関係する衣食住の全

般にわたって安全で快適な牛活を確

保するため、食品流通の広域化、輸

入食品の増加、ビルの高層化や大型

化などに対応して、食品衛生・環境

衛生の検査監視体制の充実や営業者

指導の徹底、消費者に対する衛生思

想の普及啓発につとめています,。

・方、環境衛生事業所では、地域

剛本の活動と連携して、防疫、ねず
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を行い、清潔な環境づくりを進める

とともに環境の美化に努め、健康な

市民生活を支える快適な環境づくり

の一翼を担っていますo

墓地・斎場

本市は、 7ヵ所の市営墓地(園)と

納骨堂1ヵ所を管理し、永眠された

祖先の安住の地として市民に利用さ

れています。

また、斎場は、火葬炉14基と広い

待合室を設け、人牛の終えんを飾る

にふさわしし、施設として、明るくク

リーンなイメージでの運営につとめ

ていますC
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